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１ 目 的

３ 調査方法

ニホンジカの食害による下層植生の衰退が顕著であり、裸地化が拡大しつつある伊
吹山東面（笹又地区）のニホンジカの生息密度を調査し、対策を考えることを目的
とする。

２ 背 景

〇 伊吹山東面（笠又地区）は、豪雪と雪崩により一部裸地化が進んでいる地域であ
る。

〇 そうした状況に加え、ニホンジカの食害による下層植生の衰退による表層土の流
亡で裸地化がさらに進行している。

〇 こうした状況を踏まえ、ニホンジカの生息調査を行い、効果的な対策を行う必要
がある。

〇 当該エリアが滋賀県との県境であることから、滋賀県、関係市町と連携して取り
組む必要がある。

〇 滋賀県側は国定公園、岐阜県側は県立公園に指定されている。

①ニホンジカ生息状況調査（ライトセンサス調査、行動圏調査）

②植生遷移調査

４ 調査エリア及びスケジュール

※ 別紙 モニタリング計画（調査エリア及び調査スケジュール案）

資料６
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調 査 エ リ ア Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

①伊吹山ドライブウェイ ライトセンサス ライトセンサス ライトセンサス ライトセンサス

②伊吹山東面 生息圏調査

②伊吹山東面（笠又地区）裸地箇所 植生モニタリング調
査

植生モニタリング調
査

植生モニタリング
調査

１ 調査内容・方法
①生息状況調査 ＳＣＳ（スポットライトカウント調査）、により生息・定着の有無、状況を把握する。
②行動圏調査 ＧＰＳ首輪を使い鹿の行動圏を把握する。
③植生遷移調査 シカが植生遷移に与える影響を調査する。

２ 調査箇所
①伊吹山ドライブウェイ
②伊吹山東面
③伊吹山東面（笠又地区）裸地箇所

モニタリング計画（調査エリア及び調査スケ
ジュール案）

【調査方法】
・スポットライトセンサス
夜間に一定のルートあるいは調査地を照射しながら発見された個体をカウントする｡夜
間にセンサスすることで、ライトに反射してシカの目が光り発見しやすいこと､またシ
カ類のように夜間採食活動が活発になる種は発見が容易になる。

伊吹山ドライブウェイ

①生息状況調査
二ホンジカの個体数密度推定を行い、生息状況を把握する。
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【調査方法】
・GPS首輪調査
シカにGPS発信機付きの首輪を装着し、季節による行動圏を把握する。

夏季

冬季

越冬のため下山

②行動圏調査
二ホンジカの季節による行動圏を把握する。

【調査方法】
・植生モニタリング調査
シカの影響を受けない調査地と、影響を受ける調査地での植生遷移を比較する。

裸地

調査地A：全体を檻等で囲い
シカの影響を受けない

調査地B：囲い等がなく
シカの影響を受ける

B
比較

A

③植生遷移調査
伊吹山での表層土の裸地化がシカの影響によるものか調査する。
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【捕獲方法】
・夏季：シャープシューティング（銃）
・冬季：越冬地での集中捕獲（銃、囲いワナ）

夏季：シャープシューティング冬季：越冬地で集中捕獲

越冬のため下山

餌（ヘイキューブ等）

裸地化防止に向けたニホンジカ個体数調整の
取り組み（戦略）イメージ

R3調査結果
（調査日）令和3年11月8日～11日
（場所） 伊吹山ドライブウェイ
（天気） 曇り ※風がかなり強い


